
(別紙様式３）

（１）学習活動における生徒の主
体性の向上

ＰＬ：指導教諭
ＳＬ：教科主任
※③④はSLに進路指
導主任・学年主任を 含
む
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〇生徒アンケート
A1「授業で主体的に考え積極的に参加した」(中）「4」=59.2％・(高）「４」=72％
A2「課題に積極的に取り組み学力が身についた」(中）「4」=57.1％
A2スタディーサプリやチームズを活用した授業外学習は単元目標の達成に向け、教科の特性に合わせた実践を行ってきた。（高）
A3「総学」の時間に積極的に取り組み、 主体的に学ぶ姿勢　 が身についた」(中）「4」=55.3％・（高）「４」=63％
・日々の授業、「総学」、生徒会活動等においては主体的かつ積極的に取り組めていると言えるが、課題への取り組みが他の項目と比較する
とやや低い点が課題である。
引き続き、家庭学習の充実に向けて、授業や日々の指導において工夫が必要。
〇職員アンケート
B1「主体的・探究的な学習姿勢を育成するために、ICT機器を活用している」(中）「4」=54.5％・（高）「４」＝54％
・中高合同の授業改善研修、互見授業、外部の研究授業等への参加等がICTを利用した授業力向上に繋がっていると思われる。（中）
・職員アンケートからの活用状況は、95％の職員が実践的活用を行っおり、全く活用していないは0％となっている。ICT活用の授業は一般化
しており、授業改善研修においてもAI活用の未来について協議検討を行うなど、より生徒自身の主体的・対話的な授業実践が進んでいると
考える。（高）
・習熟度合いにおける個別最適化の指導については、協議検討の余地があると考える。（高）

・ICTを利用した、生徒の主体的・対話的な授業実践の継続。
・家庭学習につながる授業と課題提示の工夫。
・授業力向上のための各種研修への参加を継続。
・教科主任会議、教科会議を通じて実践課題の共有・焦点化を図り、より組織的な対
応を進めていく。
・生徒の主体性の育成に向けて、中高連携をより推し進め、教科ごとの6年間シラバ
スの直しを図り、授業改善を行っていく。

・ＩＣＴの活用が年々進んでいて、授業見学でもそれ
を実感できる。

（２）学校生活における生徒の主
体性の向上

ＰＬ：生徒指導主任
ＳＬ：特別活動主任・学
年主任
※⑦はSLに教務主任を
含む
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A5「学校生活におけるルールを理解し進んで守ることができた」(中）「4」=71.0％・（高）「４」=85％
B2「生徒の主体性を向上させる取組や働きかけを行った」(中）「4」=40.9％・（高）「４」=35％
⑤中学：様々な学校行事を通じて、各学年において生徒の発達段階に応じた成果を得た。また、上級生が下級生のサポートをする姿や、下
級生が上級生を慕う姿が、多く見られた。
⑥高校：機会あるごとに、生徒会を通じてルールの呼びかけを行ったことにより、生徒たちがルールを自分たちの問題としてとらえるようにな
り、意識が向上したものと考えられる。
⑦中学・高校：生徒が自主的に時間管理を行い、特に問題なく学校生活を送ることができている。ノーチャイム環境での生活が１年経過した
こともあり、少しずつ定着してきたものと考えられる。

・教職員が連携を取り、共通認識をもって、生徒の発達段階に応じた適切な指導やア
プローチを進める。
・継続してノーチャイムの意義を確認し、時間管理能力の向上を目指す。
生徒会からの「学校への要望」等において、ルール変更の必要性のある場合は、生
徒会との対話を継続的に行う。その際、生徒と教職員の共通理解のもとルール設定
を行う。
・生徒会からの「学校への要望」等において、ルール変更の必要性のある場合は、生
徒会との対話を継続的に行う。その際、生徒と教職員の共通理解のもとルール設定
を行う。

・中高一体となって、目標を「主体性」の育成として
いるのは素晴らしい。社会での下地になる取り組み
を続けてほしい。。
・中高の特長が良く出ている。学力や人間関係づく
り等において、大変良い環境だと思う。

（３）教科外活動における生徒の
主体性の向上

ＰＬ：特別活動主任
ＳＬ：学年主任
※⑨はSLに生徒指導
主任を含む
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A4「学校行事や生徒会活動」に主体的・積極的に取り組んだ」(中）「4」=63.7％・（高）「４」＝54％
⑧中高別「豊饒祭・体育の部」を別々の日程で実施することで生徒の主体性の発揮に繋がり、中学生の体育の部に高校放送部は、部活動と
して参加。中学生は、高校放送部による指導のおかげで主体性の発揮にもなった。
⑨高校：全校集会・壮行会など生徒が集合する際、生徒会より注意喚起を行った。
⑩中学：生徒主導での文化発表会Iris、新春行事、クラスマッチ、激励壮行会を実施することができた。専門委員会や部活動においては、振
り返りを大切にし、次への目標を明確にでき達成に向けて取り組むことができていた。
⑩高校：生徒会を中心に、生徒が状況を見ながら整列指導や集会を進行することができた。

・生徒の主体性を発揮するためには、生徒主導の特活行事において早期に計画立
案を促す。

・中高一体となって、目標を「主体性」の育成として
いるのは素晴らしい。中高の特長が良く出ている。

（４）進路指導における中高連携
の強化

ＰＬ：進路指導主任
ＳＬ：学年主任
※⑬はSLに高校主幹
教諭を含む
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C3「中学と高校の交流に満足している」(中）「4」=35.0％・（高）「４」＝40％
⑪中学：多くの先生方の協力のおかげで，高校生サポーター・授業見学ともに、中学生の満足度は非常に高かった。また、高校生も中高交
流行事への満足度は高く、交流によりお互い、よい刺激を受けているようである。中学生の満足度「大満足」67％。
⑫中学・高校：全職員に庁内連絡を通じて情報共有。模試の結果を中高で共有することにより、中学生にも高校の様子をより詳しく話すこと
ができ、学習意欲の喚起へとつながった。
⑬中学：保護者会や面談等で何度もコースについての説明を行い、理解へとつながった。
⑬高校：複数回にわたる面談を通じて個に応じた指導を実施し、理解へとつなげた。
⑭講演会や講座を通して、難関大を志す意識付けを行うことができた。中学生の満足度「大変満足」81％、高校生にも大変好評であった。

・来年度も継続して実施したい。多くの生徒が交流行事に関われるよう、パネルディ
スカッションを学年単位ではなくクラス単位で行うなどの変更をする。
・来年度も継続して実施したい。模試分析会を実施する時間帯が、高校の授業の時
間帯だった。日程の調整を行い、多くの教員が参加できるようにする。
・引き続き中高の連携を取りながら運用していきたい。それぞれのコースの特徴につ
いて高校生から話を聞ける場をもっと設けていく。
・引き続き中高の連携を取りながら運用していきたい。希望者だけが講演会に参加す
るのではなく、希望者・全員参加を隔年で実施していけるよう、実施時期や実施方法
を工夫していく。

・中高の特長が良く出ている。学力や人間関係づく
り等において、大変良い環境だと思う。
・中高一貫校でしかできない取り組みがなされてい
る。６年間の成長がうかがえるよう、社会への下地
を身につけてほしい。

（５）特別活動における中高連携
の強化

ＰＬ：特別活動主任
ＳＬ：学年主任
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C3「中学と高校の交流に満足している」(中）「4」=35.0％・(高）「４」＝40％
⑮中学・高校：「豊饒祭・文化の部」での中高生徒会執行部が中心となって意見を出し合い交流できるよう計画立案を行い、高校生が中学生
への参加にとても配慮してくれた。
⑯中学・高校：中３の高校部活動への早期入部は、20名程度である（フェンシング・男子バスケットボール・サッカー・卓球・テニス・吹奏楽・文
芸）。活動時間は中学の部活動に準じるので、なかなか合同での活動ができていないのが現状である。
⑰中学・高校：中高生徒会執行部の交流を月に1回実施することができた。

・「豊饒祭・文化の部」中高生徒会執行部が中心となって意見交流の促進に努める。
・中学生については当日参観という形になっているため、企画・運営での意見交換等
の場を設けることで交流をさらにすすめていく。
・中３の高校部活動への早期入部について中高共通認識が必要。中学校の部活動
の地域以降の動きを含めて活動時間の検討をしていく。
・中高生徒会執行部の月1回交流は、単年度で終わらず継続していく。

・勉強だけではない６年間の成長がうかがえるよ
う、社会への下地を身につけてほしい。
・もう少し保護者等が、生徒の活動を見られるような
企画になるとよい。

（６）学校経営における中高連携
の強化

ＰＬ：管理職
ＳＬ：主幹教諭・指導教
諭
※⑳はSLに英語科主
任を含む
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D１「学校全体として、中高連携が昨年度より強化された」（中）「4」=0%・（高）「４」=14%
D２「個人として、高校に対する理解を深める取組をし、理解が深まった」（中）「4」=4.5%・（高）「４」=16%
⑱中学・高校：佐賀・長崎県の両県にある中高一貫校隣県連絡会に11月にオブザーバーとして参加し、先進的取り組みについて情報を得る
ことができた。
⑲中学：高校中高合同行事に関して、中高の各分掌で連携をとって実施することができた。
⑳中学：高校：英語科教科会議にてCan-Doリスト作成中
㉑中学：l高校：教科会議を授業時間割に組込み、定例化することができた。また、中高合同授業研究会を実施するなど、中高相互の授業改
善がより深まった。学校外からも多くの参加者があり、中高一貫校として、他校ではできない授業改善を進めることができた。
・県外併設型中高一貫校の視察、⑲中高合同行事に向けた中高合同協議、㉑中高合同教科会議・中高合同授業研究会 を実践したが、教
員の意識として中高連携が強化されたと感じられていなかった。
・中高合同授業研究会を実施し、学校外からも多くの参加者があった。中高一貫校として、他校ではできない授業改善を進めることができ
た。
・佐賀・長崎の両県は県内に中高一貫教育校が複数校あり、交流も盛んにおこなわれている。その交流会に、オブザーバーとして本校から5
名が参加し、先進的取り組みについて情報を得ることができた。

・学校行事についても、中高連携を進めていく。また、行事だけでなく、授業や生活の
各場面で中高連携を意識した取り組み、指導が必要。
・県内に比較する学校が無い分、他県の中高一貫校の情報を得る努力が必要。中
高一貫校隣県連絡会には次年度、本格参加予定。

・県外の中高一貫校の情報は必要である。
・高入生の保護者に向けて、中学校の学校運営な
どの情報提供をもっと詳しくしてほしい。

（７）職員の勤務時間・休暇取得の
管理

ＰＬ：管理職
ＳＬ：衛生管理者
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E㉒中学：「月2回の定時退勤日設定」100%（月2回に加え、長期休業中は毎日）
E㉒中学：「時間外勤務月８０時間未満」97.8%（4～12月延べ5人）
E㉒高校：「時間外勤務月８０時間未満」88%
E㉓中学：「計画年休を学期に2回以上設定」100%
E㉓中学：「年度内年休取得日数15日以上」44.4%（4～1月）
E㉓高校：「年休取得日数１５日以上」30%、「年休取得日数１０日以上」60%、夏季休暇は全職員が完全取得することができた。

・次年度も、ワークライフバランスの改善に努める。行事や業務の精選、業務の平準
化を一層図り、引き続き、休みを取りやすい雰囲気の醸成を図る。

・時間外勤務が８０時間を超えている先生方につい
ては、部活動の指導等でどうしても増えてしまうだ
ろうが、健康に留意して指導を行ってほしい。
・一般企業等の割合からすると、大変よい数値であ
る。

（８）職員の業務改善と休日の業
務の削減

ＰＬ：管理職
ＳＬ：主幹教諭・指導教
諭
※㉖はSLに中学特別
活動主任を含む
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F「ワークライフバランスを保つために業務改善・休暇取得に意識して取り組んでいる」（中）「4」=27.3%、高「４」=16%
㉔中学：「大分花園中学校」4回実施
㉔高校：土曜講座は終了した
㉕高校：高１・２が全員受験対象の外部模試は平日に実施した。
㉖中学：部活動の地域移行を開始
㉗中学：Googleドライブ共有フォルダを各種場面で有効活用、中学入試における百問繚乱の活用
㉗高校：各種業務の精選とICTの活用による改善は着実に進んできている。各種テストで「百問繚乱」の使用が進み、業務の改善につながっ
た。

・部活動の地域移行について、今年度の課題を改善し、休日の完全移行、平日の部
分移行を進める。
・情報管理の意識を高めながら、校務の中でICTを活用できる場面を増やす。
・新入生のスタディーサポートについても、平日実施とする。
・業務の精選を引き続き進めていく。

・業務改善等は、意識して取り組んでいるようなの
で、継続して行ってほしい。

総合評価
次年度への展望等

〇授業改善では、多くの場面でタブレット端末の効果的な活用によって、生徒が自ら考え、意見を交流させる時間が増えた結果、「主体的・対話的で深い学び」が進んでいると評価している。また、中高合同による教科会議の実施によって、６年間を見通した教科指導についても議論を深めることができつつある。次年度は、授業での学びをもとに授業以外の場面で生徒が自らの興味関心に従って学びを深める、より主体的な学びの実現に向けた取り組みを充実
させる必要がある。
〇課外活動においては、多くの生徒がそれぞれの興味関心に従って様々なことに挑戦しており、その成果は著しい。特に、部活動においては、年間を通して多くの部が表彰を受けており、その成果を生かした総合型および学校推薦型入試への挑戦者も多い。次年度も生徒が主体的に活動する活動を増やし、人間的な成長へとつなげていきたい。
〇働き方改革については、中学校部活動の地域移行に象徴される、外部人材活用により業務の精選が進み、ワークライフバランスの意識も高まった。一方で、休暇取得日数は目標に届かなかった。次年度は、今年度の取り組みを継続して、行事・業務の精選をさらに進め、休暇取得のしやすい職場体制づくりを推進する。

２　中高連携の強化

C　生徒アンケートにおける回答率
　　※次の質問に対する「４」の回答が70％以上（中高）
１「高校生サポーター、中高パネルディスカッションに満足してい
る」　（中のみ）
２「豊饒祭（文化の部・体育の部）に満足している」
３「中学と高校の交流に満足している」

D　職員アンケートにおける回答率
　　※次の質問に対する「４」の回答が70％以上
１「学校全体として、中高連携が昨年度より強化された」（中高）
２「個人として、高校に対する理解を深める取組をし、理解が深
まった」（中）
３「個人として、中学に対する理解を深める取組をし、理解が深
まった」（高）

⑪高校生サポーター、高校の授業見学会の実施と充実
（中）
⑫中高の各模試の結果と分析の中高全職員による共有
（中高）
    ※中高合同教科会議でも議題とする
⑬中3次における高１次のコース決定と、高１次のコース
別指導の連動（中高）
⑭最難関・難関大志望者指導の実施による意欲の喚起
（中高）
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⑮「豊饒祭・文化の部」での中高生徒の交流促進（中高）
⑯中３の高校部活動への早期入部の実施（中高）
⑰中高生徒会執行部の交流促進（中高）

⑱県外における先進的取組の情報収集と研究（中高）
※併設型に加え中等教育学校も含めた視察
⑲中高合同行事に関する中高合同協議会の開催（中
高）   ※中高の関係分掌主任と管理職（校長を含む）で
の協議会を開催し、そこでの結論を運営委員会での原
案とする
⑳６年間を通した体系的英語指導体制の構築（中高）
 ※私立中高一貫校や市内普通科高校との差別化戦略
の一環
㉑中高合同教科会議の定例化と相互の授業観察の実
施（中高）

３　ワークライフバランスの推進

E　休暇取得の推進
・ 月２回の定時退勤日の達成割合が60％以上（中高）
・ 年度内の年休取得日数15日以上の達成割合70％以上（中
高）
・ 時間外勤務月80時間未満80％以上（中高）

F　職員アンケートにおける回答率
・「ワークライフバランスを保つために業務改善・休暇取得に意
識して取り組んでいる」（中高共に１００％）

㉒「定時退勤日」を月2回以上（中高）
㉓記念日等による計画年休の設定を学期に２回以上
（中高）
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㉔大学等の人材を活用した「花園中学」の継続（中）と、
「土曜講座」の終了（高）
㉕高１・２の外部模試の平日実施（高）
㉖部活動の地域移行の推進（中）
㉗業務におけるICTの活用とそれに関する研修（中高）

１　生徒の主体性の向上

A  生徒アンケートにおける回答率
　　※次の質問に対する「４」の回答が70％以上（中高）
１「授業において主体的に考え積極的に参加した」
２「課題に対して積極的に取り組み学力が身についた」
３「総学」（中）・「総探」（高）の時間に積極的に取り組み、主体
的に学ぶ姿勢　 が身についた」
４「学校行事や生徒会活動」に主体的・積極的に取り組んだ」
５「学校生活におけるルールを理解し進んで守ることができた」

B　職員アンケートにおける回答率
　　※次の質問に対する「４」の回答が90％以上（中高）
１「主体的・探究的な学習姿勢を育成するために、ICT機器を活
用している」
２「生徒の主体性を向上させる取組や働きかけを行った」

①ICTを活用した主体的・対話的な授業の実践と充実
（中高）
➁課題の個別最適化による授業外学習の実践と充実
（中高）
③体系的でアウトプットスキルも伸ばす「総学」（中）・「総
探」（高）
④希望制による上位者指導の実施と充実（中高）
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⑤中１・２における規範意識と中３での主体的判断力の
醸成（中）
⑥生徒心得の理解の浸透と見直しを通した、生徒の主
体的・良識的判断力の醸成（高）
⑦ノーチャイムの環境での時間管理能力の向上（中高）

⑧中高別「豊饒祭・体育の部」での生徒の主体性の発揮
（中高）
⑨生徒心得の理解の浸透と見直しを通した、生徒の主
体的・良識的判断力の醸成（高）
⑩生徒主導での特活行事の実施（中高）
    ※生徒会活動・部活動も含む

創造的な知性と豊かな人間性，逞しさを備え，高い志を持って国際社会でリーダーとして活躍できる人材の育成

１　中高一貫教育の特色を活かし、中学・高校の全教職員が協働して，６年間・３年間で生徒を育成する教育を推進する
（１）生涯に渡り学び続ける学習意欲の醸成に基づく学力を育成する指導の推進
  （中高一貫した教科指導，思考力・判断力・表現力を育成する授業実践，生徒が主体的に学ぶシステム構築）
（２）コミュニケーション力の育成を基盤とした人間力を育成する指導の推進
  （生徒の自己・他者理解を深め，広い視野を有し何事にも誠実に取り組む実践力を育成する特別活動や人権教育等）
（３）生きる力を育む進路指導システムの体系化を進めるとともに，進学力を向上させる組織的対応システムの推進
  （中高一貫した進路指導体制，系・コース選択指導の充実）
（４）安心して学べる環境づくり，信頼される学校づくりの推進
　
２　中高一貫教育の特色を活かして中学校・高校の全教職員が協働して，正確，迅速，効率的に業務を遂行できる学校経営体制を確立する
  （中高協働した業務システム構築，統合ＦＳ・ＯＥＮシステムの活用）

１  生徒の主体性の向上
２　中高連携の強化
３　ワークライフバランスの推進

重点目標 達成(成果)指標 重点的取組 取組指標
ＰＬ
ＳＬ

自己評価結果
次年度の改善策 学校関係者評価

評価 分析・考察

令和６年度学校評価（年間評価）

学校名      　　　　大分豊府中学校・高等学校

前年度評価結果の概要

【大分豊府中学校】
1  授業改善、ICT機器の活用による主体的・探究的な学習姿勢の育成 　　タブレット端末の効果的な活用が一層進み、「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指した取り組みが日常的に行われた。次年度は、中高連携をさらに深め、生徒の主体性を育成するための取り組みを研究する必要がある。
２　教科外の活動領域におけるシチズンシップの育成　　　　　　　　　　　　　 多くの生徒が安心して学校生活が送れており、不安や悩みを抱える生徒に対して寄り添う指導を丁寧に行えた。次年度も生徒が主体的に活動する生徒会を中心にして、人間関係作りやリーダーシップがとれる人材育成を行う。
３　ワークライフバランスの推進による業務の精選、効率化・平準化　　　　　外部人材活用により業務の精選が進み、在校等時間の意識も高まったが、休暇取得日数は目標に届かなかった。次年度は、今年度の取組の継続して行事・業務の精選を進め、休暇取得のしやすい職場体制づくりを推進する。

【大分豊府高校】
1  授業改善、ICT機器の活用による主体的・探究的な学習姿勢の育成 　　ICTの活用、授業改善の取組、総合的な探究の時間の新たな取組等、体系的な教育が確立されてきている。今後は中高一貫校の特色をさらに活かすため、中高教員間での研修、連携を強化していくことが課題であるため、中高合同会議を行うなど、意識統一を推進していく。
２　教科外の活動領域におけるシチズンシップの育成　　　　　　　　　　　　　生徒が安心した学校生活を送り、積極的に活動へ参加しており、満足度は高評価である。全生徒が生徒会活動に参加している意識を高める取組、中高合同の行事の企画が課題である。中高合同を意識した行事等の企画をさらに推進していく。
３　ワークライフバランスの推進による業務の精選、効率化・平準化　　　 　教職員の働き方改革の意識は年々向上し、年休取得率も上がっている。引き続き、管理職だけでなく同僚間の声掛けやOJTによる業務改善に努めるとともに、職員間の風通しの良さを推進し、働きやすい職場環境を作り上げていく。

学校教育目標 中期目標 重点目標


